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九
月
一
日
か
ら
、
二
十
七
日
ま
で
の
会
期
日
程

で
九
月
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

開
会
に
あ
た
り
、
速
水
市
長
か
ら
中
心
市
街
地

活
性
化
事
業
、
食
の
幸
発
信
事
業
、
合
併
特
例
債

の
再
延
長
な
ど
に
つ
い
て
所
信
表
明
が
あ
り
ま

し
た
。 

続
い
て
平
成
二
十
九
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
な
ど
の
議
案
を
審
議
、
原
案
通
り
可
決
、
認
定

し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
議
員
発
議
に
よ
る
地
方

財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書
、
地
方
の

道
路
整
備
促
進
を
求
め
る
意
見
書
も
可
決
し
ま

し
た
。 

 

一
般
会
計
補
正
予
算 

               

 

決
算
審
査 

議
会
は
予
算
の
審
査
、
議
決
ば
か
り
で
な
く
議

決
さ
れ
た
予
算
が
適
切
に
執
行
さ
れ
た
か
ど
う

か
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
も
有
し
て
い
ま
す
。 

二
十
八
年
度
の
主
要
施
策
約
三
百
項
目
に
つ

い
て
常
任
委
員
会
ご
と
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

大
き
な
問
題
は
な
か
っ
た
も
の
の
会
計
の
適
正

処
理
に
向
け
た
仕
組
み
作
り
や
公
平
性
を
担
保

し
た
業
務
執
行
に
つ
い
て
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。 

      

十
四
あ
っ
た
加
茂
町
内
の
自
主
組
織
が
一
つ

に
統
合
さ
れ
「
加
茂
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
が
平

成
二
十
七
年
に
発
足
し
ま
し
た
。
雲
南
市
内
に
あ

る
三
十
の
自
主
組
織
の
中
で
は
最
大
規
模
で
あ

る
こ
と
、
元
々
「
な
か
よ
し
ホ
ー
ル
」
と
し
て
児

童
生
徒
向
け
の
施
設
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
同
居

し
た
た
め
自
主
組
織
の
拠
点
と
し
て
は
狭
隘
で

あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
自
主
組
織
の
事
業
を
行
う

た
め
の
設
備
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
、
な
ど
の

課
題
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。 

「
加
茂
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
は
、
地
区
計
画

の
着
実
な
実
行
に
は
拠
点
整
備
が
不
可
欠
で
あ

る
こ
と
、
災
害
時
の
緊
急
避
難
場
所
と
し
て
の
機

能
も
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
踏
ま

え
て
「
加
茂
新
交
流
セ
ン
タ
ー
建
設
委
員
会
」
を

立
ち
上
げ
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。 

こ
う
し
た
経
緯
を
経
て
、
平
成
二
十
九
年
九
月

「
加
茂
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
の
舟
木
清
会
長
か

ら
速
水
市
長
に
対
し
て
拠
点
整
備
に
向
け
た
要

望
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
（
写
真
）。
新
拠
点
の

構
想
に
つ
い
て
、
「
加
茂
新
交
流
セ
ン
タ
ー
建
設

委
員
会
」
の
福
島
正
二
委
員
長
か
ら
、
委
員
会
で

議
論
さ
れ
た
様
々
な
要
望
を
盛
り
込
ん
だ
建
設

プ
ラ
ン
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
、
速
水
市
長
か
ら
「
要
望
の
趣
旨

は
し
っ
か
り
受
け
止
め
た
。
市
と
し
て
中
期
財
政

計
画
を
策
定
す
る
中
で
、
出
来
る
だ
け
早
期
に
実

現
し
て
い
き
た
い
」
と
実
現
に
前
向
き
の
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。
今
後
、
財
源
の
確
保
や
実
施
計
画

に
盛
り
込
む
な
ど
様
々
な
手
続
き
が
必
要
で
す

が
、
前
進
に
向
け
一
歩
踏
み
出
し
ま
し
た
こ
と
は

朗
報
で
す
。 

                 

 

      

最
近
、
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
や
核
実
験
が

相
次
い
で
い
ま
す
。
米
朝
の
ト
ッ
プ
に
よ
る
非
難

の
応
酬
合
戦
も
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
き
ま
し
た
。

平
和
に
無
頓
着
だ
っ
た
人
々
も
世
界
の
現
実
を

目
の
当
た
り
に
し
て
戦
争
と
は
何
か
、
平
和
と
は

何
か
、
を
考
え
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。 

雲
南
市
は
「
平
和
を
」
と
「
如
己
愛
人
」
の
精

神
で
世
界
平
和
を
訴
え
続
け
ら
れ
た
永
井
隆
博

士
の
故
郷
（
松
江
市
生
ま
れ
、
三
刀
屋
町
育
ち
）

で
す
。
博
士
は
旧
制
松
江
中
学
を
卒
業
後
、
長
崎

医
科
大
学
で
学
び
、
同
大
の
教
授
に
な
り
ま
し
た
。

原
爆
で
妻
を
失
い
、
自
ら
も
被
爆
の
身
な
が
ら
献

身
的
に
被
爆
者
の
治
療
に
当
た
り
四
十
三
歳
で

亡
く
な
り
ま
し
た
。
雲
南
市
は
博
士
の
「
平
和
を
」

の
精
神
を
引
き
継
ぎ
平
成
十
八
年
、
平
和
へ
の
誓

い
と
宣
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

         

雲
南
市
戦
没
者
追
悼
式 

 

七
月
七
日
、
ラ
メ
ー
ル
で
雲
南
市
戦
没
者
追
悼

式
が
行
わ
れ
、
遺
族
会
の
方
を
は
じ
め
多
数
の
参

列
者
が
あ
り
ま
し
た
。
黙
と
う
の
後
、
速
水
市
長

か
ら
「
平
和
な
世
界
の
実
現
に
向
け
努
力
を
重
ね

る
こ
と
を
誓
う
」
と
追
悼
の
言
葉
と
献
花
が
あ
り

ま
し
た
。 

当
日
は
、
加
茂
小
学
校
の
六
年
生
児
童
も
出
席

し
ま
し
た
。
身
近
な
人
々
か
ら
戦
争
体
験
や
悲
惨

な
生
活
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
平
和
へ
の
想
い

を
新
た
に
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
広

島
や
長
崎
に
行
っ
て
学
ぶ
こ
と
も
大
切
で
す
が
、

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
平
和
教
育
を
行
っ
て
い
く

こ
と
も
重
要
な
こ
と
で
す
。 

 

長
崎
永
井
隆
記
念
館 

 

三
刀
屋
町
の
永
井
隆
記
念
館
は
築
後
四
十
七

年
を
経
過
し
老
朽
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
平
成

三
十
一
年
頃
を
目
途
に
建
て
替
え
る
計
画
が
進

事業名 額（千円） 説 明 

ふるさと納税推進 12,531 寄付増加見込 

政策選択基金積立 25,000 寄付者増加見込積立 

市債償還 115,179 前年度繰越財源で償還 

地球温暖化対策 2,400 炭蓄電器総合Ｃ配置 

児童福祉施設整備 16,835 秒児施設整備他 

有害鳥獣捕獲奨励 9,653 有害鳥獣駆除 

園芸ハウス整備実証 6,700 園芸ハウス整備支援 

地域商業支援 11,291 商業環境整備補助 

木次健康温泉センター 21,000 おろち湯ったり館改修 

たたらば壱番地 27,500 浄化槽改修 

加茂小学校給食管理 10,321 キュービクル修繕等 

起債道路整備 88,400 岸田線交差点改良他 

「
平
和
を
」
を
考
え
る 

加
茂
交
流
セ
ン
タ
ー
建
設
に
向
け
て 

九
月
定
例
会
開
会 

 

舟木会長から速水市長に要望書が手渡されました（9月 13日） 
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め
ら
れ
て
い
ま
す
。
教
育
民
生
常
任
委
員
（
七
名
）

は
八
月
一
日
、
姉
妹
館
締
結
を
し
て
い
る
長
崎
市

永
井
隆
記
念
館
を
訪
問
、
友
好
を
深
め
る
と
と
も

に
‘
新
’
永
井
隆
記
念
館
の
あ
り
方
を
検
討
す
る

た
め
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。 

長
崎
市
永
井
隆
記
念
館
の
展
示
は
ビ
ジ
ュ
ア

ル
で
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
も
わ
か
り
や
す
く
表
示
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
二
階
は
児
童
生
徒
向
け

の
図
書
館
に
な
っ
て
お
り
、
長
崎
市
内
の
他
図
書

館
の
書
籍
を
借
り
た
り
返
却
で
き
る
シ
ス
テ
ム

が
整
備
さ
れ
て
お
り
参
考
に
な
り
ま
し
た
（
雲
南

市
で
も
加
茂
、
大
東
、
木
次
の
書
籍
は
相
互
に
貸

し
借
り
が
可
能
で
す
）。 

       

永
井
隆
平
和
賞 

 

第
二
十
七
回
目
と
な
る
「
永
井
隆
平
和
賞
」
発

表
式
典
が
九
月
十
日
、
ア
ス
パ
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
式
典
に
は
来
賓
と
し
て
永
井
隆
博
士
の
孫

に
あ
た
る
永
井
徳
三
郎
氏
も
参
列
さ
れ
ま
し
た
。 

全
国
か
ら
千
四
百
六
十
五
名
の
応
募
が
あ
り
、

小
学
生
の
部
（
低
学
年
、
高
学
年
）、
中
学
生
の

部
、
高
校
生
の
部
、
一
般
の
部
の
五
部
門
か
ら
最

優
秀
賞
と
優
秀
賞
の
入
賞
作
の
朗
読
が
あ
り
ま

し
た
（
雲
南
市
Ｈ
Ｐ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
雲
南
市
、

永
井
隆
平
和
賞
→
検
索
）
。 

 

入
賞
者
は
、
被
ば
く
二
世
、
三
世
と
戦
争
や
被

ば
く
を
直
接
体
験
し
た
こ
と
の
な
い
人
で
す
。
い

ず
れ
も
心
に
響
く
秀
作
ぞ
ろ
い
で
、
祖
父
母
か
ら

の
語
り
で
も
立
派
に
戦
争
の
悲
惨
さ
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
四
世
、
五
世

と
な
る
と
恐
ら
く
伝
承
だ
け
で
は
難
し
い
で
し

ょ
う
。
文
章
に
残
さ
な
け
れ
ば
後
世
に
伝
え
る
こ

と
が
難
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。
永
井
隆
平
和
賞
が

「
平
和
を
」
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
事
業
で
あ
る

こ
と
の
意
義
が
あ
り
ま
す
。 

   

平
成
二
十
九
年
九
月
定
例
会
の
一
般
質
問
に

立
っ
た
議
員
は
十
七
名
、
近
年
に
な
く
多
く
の
議

員
が
登
壇
し
ま
し
た
。
中
林
た
か
し
は
、
三
日
目

に
次
の
二
項
目
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
行
い
ま

し
た
。 

    

問 「
雲
南
市
行
財
政
改
革
審
議
会
」
の
諮
問
を
基

に
公
共
施
設
の
適
正
管
理
を
行
う
と
の
こ
と
で

あ
る
が
、
過
年
度
に
示
さ
れ
て
い
る
「
公
の
施
設

の
見
直
し
に
つ
い
て
は
白
紙
撤
回
す
る
と
解
し

て
よ
い
か
。 

答
（
総
務
部
長
） 

今
回
の
実
施
方
針
は
、
今
ま
で
に
策
定
し
た
各

方
針
を
ベ
ー
ス
に
具
体
的
に
明
確
化
し
て
い
く

も
の
で
あ
る
。
白
紙
に
す
る
考
え
で
は
な
い
。 

問 ラ
メ
ー
ル
は
築
後
二
十
三
年
を
経
過
し
、
特
に

冬
季
の
暖
房
の
効
き
が
悪
く
観
客
、
出
演
者
と
も

寒
い
思
い
を
し
て
い
る
。
舞
台
機
構
、
音
響
、
照

明
も
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。
審
議
会
の
答
申
は

尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
対
策
が
必
要
だ
。 

答
（
総
務
部
長
） 

現
在
、
ラ
メ
ー
ル
の
修
繕
は
実
施
計
画
に
は
な

い
。
今
後
、
施
設
の
長
寿
命
化
対
策
の
中
で
検
討

し
て
い
く
。 

問 ラ
メ
ー
ル
の
利
用
者
数
は
同
様
の
他
施
設
よ

り
多
く
、
ま
た
、
増
加
傾
向
に
あ
る
。
大
規
模
修

繕
が
必
要
と
考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。 

答
（
市
長
） 

七
百
席
ク
ラ
ス
の
中
規
模
ホ
ー
ル
の
利
用
状

況
は
県
内
で
も
断
ト
ツ
を
誇
る
。
本
市
が
進
め
る

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
活
用
し
た
取
り
組
み
は

注
目
を
集
め
て
お
り
、
強
み
を
発
揮
す
る
た
め
早

期
の
改
修
が
責
務
と
考
え
る
。
提
言
を
し
っ
か
り

受
け
止
め
対
応
し
て
い
く
。 

問 大
規
模
な
修
繕
と
な
る
と
費
用
も
大
き
く
な

る
。
財
源
と
し
て
合
併
特
例
債
の
活
用
が
相
応
し

い
と
考
え
る
が
、
平
成
三
十
一
年
度
に
は
適
用
期

限
を
迎
え
る
。
財
政
計
画
も
考
慮
し
な
が
ら
早
急

な
対
応
が
必
要
だ
。 

答
（
総
務
部
長
） 

合
併
特
例
債
を
利
用
す
る
に
は
島
根
県
と
協

議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
過
去
の
経
験
か
ら
、

大
規
模
な
長
寿
命
化
修
繕
で
あ
れ
ば
合
併
特
例

債
の
対
応
は
可
能
と
考
え
る
。 

     

問 雲
南
市
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
は
制
定
後

三
年
を
経
過
し
た
。
成
果
と
反
省
点
に
つ
い
て
伺

う
。 答

（
産
業
観
光
部
長
） 

同
条
例
に
基
づ
き
平
成
二
十
六
年
五
月
、
雲
南

市
地
域
経
済
振
興
会
議
（
振
興
会
議
）
を
設
置
し

た
。
大
学
や
行
政
機
関
、
経
済
団
体
な
ど
専
門
的

な
立
場
か
ら
協
議
検
討
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
提

案
事
項
は
経
済
振
興
の
た
め
必
要
に
応
じ
て
市

政
に
反
映
、
予
算
化
し
て
い
く
。 

問 振
興
会
議
で
議
論
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
る
が
、
近
年
、
本
市
の
事
業
所
数
、
従
業
者
数

と
も
減
少
し
て
お
り
対
策
が
必
要
だ
。
地
域
経
済

を
発
展
さ
せ
る
一
つ
の
鍵
が
地
域
内
経
済
の
循

環
と
考
え
る
。
消
費
の
現
状
を
把
握
し
施
策
に
反

映
さ
せ
て
い
る
か
。 

答
（
市
長
） 

か
な
り
の
購
買
が
出
雲
市
へ
流
れ
て
い
る
の

は
事
実
。
た
だ
、
出
雲
市
の
地
元
商
店
で
購
買
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
く
大
型
店
へ
流
れ
て
い
る

と
見
る
べ
き
だ
。
地
域
内
循
環
を
高
め
る
た
め
に

は
安
心
・
安
全
、
新
鮮
さ
売
り
に
す
る
食
材
の
よ

う
な
も
の
を
育
て
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
普
段

の
生
活
に
必
要
な
食
材
は
地
元
で
購
買
す
る
仕

組
み
が
必
要
だ
と
改
め
て
思
っ
た
と
こ
ろ
。 

問 企
業
誘
致
も
必
要
だ
が
、
地
域
経
済
を
引
っ
張

る
中
核
企
業
を
育
て
る
こ
と
も
必
要
だ
。
企
業
留

置
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
。
や
る
気
と
能
力
あ
る

地
元
中
小
企
業
へ
の
支
援
策
に
つ
い
て
伺
う
。 

答
（
産
業
観
光
部
長
） 

企
業
立
地
優
遇
制
度
の
拡
充
は
、
現
在
、
庁
内

で
協
議
中
。
対
象
業
種
の
幅
や
基
本
助
成
へ
の
地

域
貢
献
加
算
と
か
も
含
め
検
討
し
て
い
く
。 

問 食
品
表
示
法
が
施
行
さ
れ
、
猶
予
期
限
が
平
成

三
十
二
年
に
迫
っ
て
い
る
。
表
示
方
法
の
変
更
は

市
内
食
品
製
造
業
者
に
と
っ
て
負
担
に
も
チ
ャ

ン
ス
に
も
な
る
。
対
策
は
十
分
か
。 

答
（
産
業
観
光
部
長
） 

所
管
の
保
健
所
が
説
明
会
を
開
催
し
た
。
商
工

会
主
催
の
講
座
も
開
催
予
定
で
あ
る
。
事
業
所
の

要
望
を
確
認
し
市
と
し
て
も
検
討
す
る
。 

 

 

暑
か
っ
た
今
年
の
夏
も
過
ご
し
や
す
い
季
節

に
な
り
ま
し
た
。
幸
い
当
地
は
台
風
な
ど
の
大
き

な
災
害
を
受
け
ず
に
済
み
ま
し
た
が
、
関
東
や
東

北
は
天
候
不
順
で
野
菜
の
値
段
が
高
騰
し
家
計

を
直
撃
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
一
方
、
島
根
県
は

ミ
サ
イ
ル
の
進
路
だ
と
名
指
し
さ
れ
、
大
変
心
配

な
思
い
で
報
道
を
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。
天
災
は

困
っ
た
も
の
で
す
が
、
軍
事
行
動
の
ト
バ
ッ
チ
リ

だ
け
は
断
固
お
断
り
で
す
。 

第
十
六
回
目
の
神
宝
火
祭
り
が
八
月
十
九
日

に
加
茂
町
の
神
原
神
社
で
行
わ
れ
、
大
勢
の
人
出

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
南
加
茂
貴
船
神
社
の
先
代

宮
司
が
京
都
鞍
馬
の
貴

船
神
社
と
親
交
が
あ
り
、

そ
の
縁
で
火
祭
り
が
始

ま
り
ま
し
た
。
来
年
も

多
く
の
皆
様
の
お
越
し

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

（
た
か
し
） 

 

永井隆博士 

た
か
っ
さ
ん
の
一
般
質
問 

 

公
共
施
設
の
長
寿
命
化
策 

商
工
業
振
興
策 

 


